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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第55期
第３四半期
連結累計期間

第55期
第３四半期
連結会計期間

第54期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　12月31日

自　平成20年
　　10月１日
至　平成20年
　　12月31日

自　平成19年
  　４月１日
至　平成20年
　  ３月31日

売上高 (千円) 7,208,4502,396,44210,484,419

経常利益 (千円) 316,877 155,054 466,164

四半期(当期)純利益 (千円) 187,804 107,039 215,225

純資産額 (千円) ― 5,334,7695,432,797

総資産額 (千円) ― 6,840,7367,122,377

１株当たり純資産額 (円) ― 637.58 634.44

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 23.26 13.33 24.69

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 74.3 72.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △37,701 ― 353,359

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △48,955 ― △146,475

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △107,117 ― △283,613

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 1,634,6301,828,405

従業員数 (名) ― 638 715

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３　従業員数は、就業人員数を表示しております。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）において営まれてい

る事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名) 638(2,396)

(注) １　従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向

者を含む就業人員であります。

２　従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。

３　臨時従業員には、パートタイマー及びアルバイトを含み、派遣社員を除いております。

　

(2) 提出会社の状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名) 468(2,029)

(注) １　従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。

２　従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第３四半期会計期間の平均雇用人員であります。

３　臨時従業員には、パートタイマー及びアルバイトを含み、派遣社員を除いております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 金額(千円)

ビルメンテナンス事業 1,437,319

警備事業 765,415

総合アウトソーシング事業 59,024

その他の事業 134,683

合計 2,396,442

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。
２　金額は、販売価格によっております。
３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当社グループは見込み生産を行っていないため、該当事項はありません。

(3) 販売実績

販売実績は生産実績と同一であるため記載しておりません。

　なお、主な相手先別の販売実績及び総販売実績に対する割合は次のとおりであります。
　
　

相手先

当第３四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％)

㈱大丸 554,979 23.2

　　　　　(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】

以下の記載事項のうち、将来に関する事項につきましては、本四半期報告書提出日現在において当社グ

ループ(当社及び連結子会社)が判断したものであります。　

　

(1)経営成績の分析　

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国サブプライム問題に端を発した世界的金融不

安や急激な円高による輸出の鈍化などによって企業収益は急速に悪化いたしました。また、株式市場の大

幅な下落や雇用・所得環境の悪化等により個人消費も低下するなど、景気は一層減速感を強める状況と

なりました。

　ビルメンテナンス及び警備業界におきましても、同業者間の価格競争や景気変調の影響を受けた発注先

からの緊急的な経費削減要求などにみまわれ、厳しい状況で推移いたしました。

　このような経営環境の下で、当社は、本年度からスタートした「白青舎中期計画（平成20年度～平成22

年度）」に基づき、「環境変化への適切な対応」を旨として、「ローコスト経営体質の強化」及び「業務

品質の向上と営業力の強化」に積極的に取り組んでまいりました。

　その結果、本社一元管理による資機材や下請け業務の入札による発注等の原価削減と、首都圏における

オフィスビルや、今後の営業展開につながる新たな百貨店の夜間警備業務、設備管理業務等を新規受注す

ることができました。しかし、発注者のコスト削減要請は依然として厳しく、さらにこれまで順調に営業

を拡大してまいりました百貨店における出納業務・営業支援業務の解約・契約変更も加わって、売上高

は23億９千６百万円となりました。利益面では、営業利益は１億４千４百万円、経常利益は１億５千５百

万円、四半期純利益は１億７百万円となりました。

事業の種類別セグメントの業績を示すと次のとおりであります。

①ビルメンテナンス事業

当事業では、受注ビルの清掃管理（日常清掃、床面・窓ガラス等の定期清掃、外壁・照明器具等の

特別清掃）、衛生管理（空気環境測定、飲料水水質検査、各種貯水槽のメンテナンス、害虫・ねずみ・

昆虫の防除、廃棄物処理）、設備管理（各種設備の運転管理・制御、受変電設備・消防設備・ボイ

ラー・冷凍機・空調機・エレベーター等の保守整備及び法定点検）及びその他の業務（ホテルの客

室整備、クリーンルーム清掃、ハウスクリーニング、厨房・調理場等のサニテーションシステム）等

の請負を主たる事業としております。

　売上高につきましては、新規受注もありましたが請負契約減額や入札失注による減少が大きかった

ため、14億３千７百万円となり、営業利益は９千５百万円となりました。

②警備事業

当事業では、不特定多数の人が利用するデパートやビルにおける常駐警備、契約ビルに設置してい

る警備機器による機械警備のほか、駐車場警備、保安警備・工務警備等の請負を主たる事業としてお

ります。

　新規取引先の開拓に努めた結果、新たに都内の百貨店の警備業務を受注することができましたが、

入札物件の失注等もあり、売上高は７億６千５百万円、営業利益は３千４百万円となりました。

③総合アウトソーシング事業

当事業では、アウトソーシング業務請負として、百貨店における出納業務、事務系営業支援業務及

び作業系営業支援業務を行っておりますが、発注先の事情による内製化が図られたことにより解約

や契約変更があり、売上高は５千９百万円、営業損失は２百万円となりました。

④その他の事業　　

その他の事業として、ビルメンテナンス関連商品の販売や一般貨物運送、営業倉庫等の物流業務を

行っておりますが、売上高は１億３千４百万円、営業利益は１千６百万円となりました。

EDINET提出書類

株式会社白青舎(E04774)

四半期報告書

 5/24



　

(2)財政状態の分析

①流動資産

  当第３四半期連結会計期間末における流動資産は、40億１千５百万円で前連結会計年度末に比べ１

億２千９百万円増加いたしました。これは主に、有価証券が１億１百万円、受取手形及び売掛金が５千

５百万円増加したことによるものであります。

②固定資産

  当第３四半期連結会計期間末における固定資産は、28億２千５百万円で前連結会計年度末に比べ４

億１千万円減少いたしました。これは主に、投資有価証券が３億４千万円、長期預金が１億円減少した

ことによるものであります。

③流動負債

　当第３四半期連結会計期間末における流動負債は、８億４千１百万円で前連結会計年度末に比べ１億

５千３百万円減少いたしました。これは主に、賞与引当金が１億８百万円、未払費用が６千９百万円減

少したことによるものであります。

④固定負債

　当第３四半期連結会計期間末における固定負債は、６億６千４百万円で前連結会計年度末に比べ３千

万円減少いたしました。これは主に、連結子会社において自社株買いを行ったことにより、負ののれん

が３千１百万円計上された一方で、役員退職慰労引当金が１千８百万円、退職給付引当金が２千６百万

円、その他に含まれている長期未払金が１千６百万円減少したことによるものであります。

⑤純資産

　当第３四半期連結会計期間末における純資産は、53億３千４百万円で前連結会計年度末に比べ９千８

百万円減少いたしました。これは主に、利益剰余金が１億２千２百万円増加した一方で、その他有価証

券評価差額金が１億４千９百万円、少数株主持分が３千２百万円減少したことによるものであります。

　

(3)キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、16億３千４百万円で第２四半期連結会

計期間末に比べ６千２百万円減少いたしました。

　当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであり

ます。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、３百万円の収入となりました。主な内訳は、税金等調整前四

半期純利益１億８千５百万円、前払費用の減少額４千７百万円による増加と、賞与引当金の減少額１億

１千１百万円、法人税等の支払額７千４百万円による減少であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、３千７百万円の支出となりました。主な内訳は、定期預金の

払戻６億７千６百万円、有形固定資産の売却７千万円、有価証券の売却１千３百万円による増加と、定

期預金の預入７億８千万円、有価証券の取得１千４百万円による減少であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、２千９百万円の支出となりました。内訳は、自己株式の取得

２千９百万円によるものであります。

　

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

提出会社において、当第３四半期連結会計期間に以下の設備を譲渡いたしました。

事業所名
(所在地)

事業の種類別
セグメントの
名称

設備の内容

帳簿価額(千円)
従業員数
(名)建物

及び構築物
機械装置
及び運搬具

土地
(面積㎡)

その他 合計

深草倉庫
(京都市伏見区)

その他の事業 倉庫 6,411 ―
31,694
(372.87)

― 38,105―

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

　なお、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設の計画は以下の通りです。

会社名
事業所名
(所在地)

事業の種類別
セグメントの
名称

設備の内容

投資予定額(千円)
資金調達
方法

着手
年月

完了予定
年月

完成後
の増加
能力総額 既支払額

提出
会社

京都事務所
(京都市下京区)

ビルメンテナ
ンス事業及び
警備事業

事務所ビル 145,50014,000自己資金
平成20年
12月

平成21年
３月

―

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

　

② 【発行済株式】

種類

第３四半期会計期間
末現在発行数

(株)(平成20年12月
31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,000,000 9,000,000
ジャスダック証券
取引所

単元株式数は1,000株であり
ます。

計 9,000,000 9,000,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年12月31日 ─　　　　　 9,000,000─ 450,000─ 385,637

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間末において、大株主の異動は把握して

おりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年９月30日現在で記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式  925,000

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式8,029,000 8,029 同上

単元未満株式 普通株式   46,000― 同上

発行済株式総数 9,000,000― ―

総株主の議決権 ― 8,029 ―

(注)　１「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株(議決権１個)含まれて

おります

 ２「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式25株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社白青舎

東京都千代田区岩本町１
丁目３－９

925,000 ─ 925,000 10.27

計 ― 925,000 ─ 925,000 10.27

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
　４月 　５月 　６月 　７月 　８月 　９月 　１０月 　１１月 　１２月

最高(円) 298 295 271 280 280 300 310 285 290

最低(円) 263 260 255 271 277 290 204 280 270

(注)　株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間(平成20年10月１

日から平成20年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、公認会計士今西浩之、公認会計士熊谷康史両氏により四半期レ

ビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年3月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,719,497 2,729,235

受取手形及び売掛金 910,730 855,585

有価証券 157,455 56,407

商品 20,912 17,350

その他 207,531 229,630

貸倒引当金 △898 △2,106

流動資産合計 4,015,228 3,886,103

固定資産

有形固定資産 ※
 1,090,346

※
 1,149,227

無形固定資産 31,906 49,795

投資その他の資産

投資有価証券 603,998 944,908

長期預金 600,000 700,000

その他 507,913 401,360

貸倒引当金 △8,657 △9,017

投資その他の資産合計 1,703,255 2,037,251

固定資産合計 2,825,507 3,236,273

資産合計 6,840,736 7,122,377

負債の部

流動負債

買掛金 179,594 189,327

短期借入金 50,000 50,000

未払費用 314,071 383,275

未払法人税等 80,124 118,460

未払消費税等 41,874 44,827

賞与引当金 52,965 161,573

その他 122,398 46,957

流動負債合計 841,029 994,421

固定負債

退職給付引当金 545,674 571,885

役員退職慰労引当金 － 18,770

負ののれん 31,126 －

その他 88,136 104,503

固定負債合計 664,937 695,158

負債合計 1,505,967 1,689,579

純資産の部

株主資本

資本金 450,000 450,000

資本剰余金 385,637 385,637

利益剰余金 4,461,899 4,339,097

自己株式 △300,826 △261,878

株主資本合計 4,996,710 4,912,855

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 83,061 232,417

評価・換算差額等合計 83,061 232,417

少数株主持分 254,997 287,523

純資産合計 5,334,769 5,432,797

負債純資産合計 6,840,736 7,122,377
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日
  至 平成20年12月31日）

売上高 7,208,450

売上原価 6,268,160

売上総利益 940,290

販売費及び一般管理費

給料及び手当 188,525

賞与引当金繰入額 5,393

その他 464,153

販売費及び一般管理費合計 658,073

営業利益 282,217

営業外収益

受取利息 9,092

受取配当金 13,081

負ののれん償却額 4,384

雑収入 9,855

営業外収益合計 36,413

営業外費用

支払利息 706

雑損失 1,047

営業外費用合計 1,753

経常利益 316,877

特別利益

投資有価証券売却益 118

固定資産売却益 33,416

特別利益合計 33,535

特別損失

固定資産廃棄損 570

投資有価証券評価損 2,265

早期割増退職金 6,007

合併関連費用 8,540

特別損失合計 17,383

税金等調整前四半期純利益 333,029

法人税等 139,065

少数株主利益 6,159

四半期純利益 187,804
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
（自 平成20年10月１日
  至 平成20年12月31日）

売上高 2,396,442

売上原価 2,048,133

売上総利益 348,308

販売費及び一般管理費

給料及び手当 56,837

賞与引当金繰入額 5,393

その他 141,576

販売費及び一般管理費合計 203,808

営業利益 144,500

営業外収益

受取利息 3,020

受取配当金 3,793

負ののれん償却額 1,775

雑収入 2,653

営業外収益合計 11,243

営業外費用

支払利息 236

雑損失 453

営業外費用合計 689

経常利益 155,054

特別利益

固定資産売却益 32,711

特別利益合計 32,711

特別損失

固定資産廃棄損 199

投資有価証券評価損 2,265

特別損失合計 2,464

税金等調整前四半期純利益 185,301

法人税等 76,212

少数株主利益 2,049

四半期純利益 107,039
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日
  至 平成20年12月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 333,029

減価償却費 55,652

投資有価証券評価損益（△は益） 2,265

投資有価証券売却損益（△は益） △118

負ののれん償却額 △4,384

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,568

賞与引当金の増減額（△は減少） △108,607

退職給付引当金の増減額（△は減少） △26,210

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △18,770

長期未払金の増減額（△は減少） △16,960

受取利息及び受取配当金 △22,174

支払利息 706

固定資産廃棄損 570

有形固定資産除売却損益（△は益） △33,416

売上債権の増減額（△は増加） △55,144

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,071

前払費用の増減額（△は増加） 15,598

仕入債務の増減額（△は減少） △9,732

未払費用の増減額（△は減少） △69,203

未払消費税等の増減額（△は減少） △2,952

その他 82,456

小計 119,963

利息及び配当金の受取額 21,689

利息の支払額 △678

法人税等の支払額 △178,675

営業活動によるキャッシュ・フロー △37,701

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △853,041

定期預金の払戻による収入 769,005

有価証券の取得による支出 △43,624

有価証券の売却による収入 42,577

投資有価証券の取得による支出 △14,192

投資有価証券の売却による収入 348

有形固定資産の取得による支出 △17,630

有形固定資産の売却による収入 71,593

長期貸付金の回収による収入 6,112

長期貸付けによる支出 △5,721

その他 △4,381

投資活動によるキャッシュ・フロー △48,955

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △38,947

配当金の支払額 △64,879

少数株主からの株式買取りによる支出 △2,000

少数株主への配当金の支払額 △1,290

財務活動によるキャッシュ・フロー △107,117

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △193,774

現金及び現金同等物の期首残高 1,828,405

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,634,630
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

１　連結の範囲の変更

連結子会社であった白青警備保障株式会社及び株式会社関西白青舎を、平成

20年４月１日付で吸収合併いたしましたので、連結子会社は１社となりました。
 

２　会計処理の原則及び手続きの変更

（棚卸資産の評価に関する会計基準の適用）　

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年7月5

日　企業会計基準第９号）を第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準に

ついては、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）に変更

しております。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、この変更による損益への影響はあ

りません。
 
　

【簡便な会計処理】

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

１　固定資産の減価償却の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額

を期間按分して算定する方法によっております。
 

２　繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環

境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連

結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用

する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

（税金費用の計算）

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を

合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方

法を採用しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
 

　

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

（役員退職慰労引当金）

連結子会社の中央管財株式会社は、平成20年６月の定時株主総会で、役員退職

慰労金制度を廃止しており、当該総会までの在任期間に対応する役員退職慰労

金未払額については固定負債の「その他」に含めて表示しております。

　なお、当第３四半期連結会計期間末において、固定負債の「その他」に含めた

役員退職慰労金の未払額は16,210千円であります。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※　有形固定資産の減価償却累計額　　946,493千円 ※　有形固定資産の減価償却累計額　　977,455千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 2,719,497千円

有価証券 157,455 〃

　　　計 2,876,952千円

預入期間が３か月超の定期預金 △1,084,866 〃

MMF及びCP以外の有価証券 △157,455 〃

現金及び現金同等物 1,634,630千円
 

　

(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日

　至　平成20年12月31日)

　

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 9,000,000

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 1,032,715

　
３　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月26日
定時株主総会

普通株式 64,879 8.00平成20年３月31日平成20年6月27日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

４　株主資本の著しい変動に関する事項

　　　　該当事項はありません。
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(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っ

ておりますが、当四半期連結会計期間末におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい

変動が認められないため、記載しておりません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当社グループは、デリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

ビルメンテ
ナンス事業
(千円)

警備事業
(千円)

総合アウト
ソーシング
事業
(千円)

その他
の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は
全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

1,437,319765,41559,024134,6832,396,442― 2,396,442

　(2) セグメント間
　　　の内部売上高
　　　又は振替高

14,823 ― ― 577 15,401(15,401) ―

計 1,452,142765,41559,024135,2612,411,844(15,401)2,396,442

営業利益または
営業損失(△)

95,98634,165△2,06716,579144,664(164)144,500

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な内訳

(1) ビルメンテナンス事業………清掃請負・不動産の管理保全

(2) 警備事業………………………警備

(3) 総合アウトソーシング事業…出納・事務系営業支援・作業系営業支援

(4) その他の事業…………………運送・保管

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

ビルメンテ
ナンス事業
(千円)

警備事業
(千円)

総合アウト
ソーシング
事業
(千円)

その他
の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は
全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

4,252,7952,239,459307,050409,1457,208,450― 7,208,450

　(2) セグメント間
　　　の内部売上高
　　　又は振替高

42,817 ― ― 1,86044,677(44,677) ―

計 4,295,6132,239,459307,050411,0057,253,128(44,677)7,208,450

営業利益 289,609136,36915,74644,238485,963(203,745)282,217

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な内訳

(1) ビルメンテナンス事業………清掃請負・不動産の管理保全

(2) 警備事業………………………警備

(3) 総合アウトソーシング事業…出納・事務系営業支援・作業系営業支援

(4) その他の事業…………………運送・保管

　

【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

在外連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

在外連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)
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海外売上高がないため、該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

637.58円 634.44円

　

項目
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 5,334,769 5,432,797

普通株式にかかる純資産額(千円) 5,079,772 5,145,273

差額の主な内訳(千円)

　少数株主持分 254,997 287,523

普通株式の発行済株式数(株) 9,000,000 9,000,000

普通株式の自己株式数(株) 1,032,715 890,025

１株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式の数(株)

7,967,285 8,109,975

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第３四半期連結累計期間

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益 23.26円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 　　 ─　　　

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 187,804

普通株式に係る四半期純利益(千円) 187,804

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(株) 8,075,606

　

第３四半期連結会計期間

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益 13.33円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 　　 ─

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 107,039

普通株式に係る四半期純利益(千円) 107,039

普通株主に帰属しない金額(千円) ─

普通株式の期中平均株式数(株) 8,030,803
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　
　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月11日

株式会社白青舎

取締役会　御中

　

公認会計士今西浩之事務所

　

公認会計士　　今　西　浩　之　　　印

　

熊谷康史公認会計士事務所

　

公認会計士　　熊　谷　康　史　　　印

　

私たちは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社

白青舎の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成20年

10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日

まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者

にあり、私たちの責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビュー

を行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施

される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

私たちが実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社白青舎及び連結子会社の平成20年12月31

日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績

並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

会社と私たちとの間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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